れ ぞ れ の 神話 に も と づき 
な が ら 、 そ の 由縁 の 場所 を 
巡る “神話 と 現在 "を 知る こと が 
で き 、 神 在 の 時 に 八 百 万 の 神々 
が 出雲 大 社 だ け で な く 由 縁 の 地 
を 巡ら れ て いる と いう 、 あ まり 知 
られ て いな い 物 語 な ど を ご 案内 
テ Mtt レ ま す 。 


出雲 観 光 ガ イド ク 
ラブ は 、 女 性 8 名 
で 構成 され て いま 
国 す 。 奥 が 深い 出雲 
神話 を わか りや す 
く お 伝 え し ご 満足 
いた だ ける 旅行 を 二 
お 届け で きる よう 
や 掛け 取り 組ん で 神々 が お 越し に な られ る 浜 。 出雲 大 社 の 神 近 神 事 が 催さ れる と ころ 。 高 天 原 (天上 の 神々 の 国 ) か ら 
いま す 。 の 使者 が 大 国 主 大 神 ( オ オク ニ ヌ シノ ミコ ト ) に 、 国 譲り を 談判 し た 場所 と 言わ れ て いま す 。 


M 
神社 | 
間 須佐 之 男 命 ( ス サ 
ノ フォ オノ ミコ ト ) と 稲 
田 比 売 命 ( イ ナタ 
ヒメ ノミ コト ) が 新 
居 を 構え た 神社 。 
ヒメ が 鏡 に 使っ た 
と 言わ れる 「 鏡 の 
池 ] で は 緑 占い が 
で きま す 。 


須佐 之 男 命 ( ス サ ノ オ ノミ コト ) が 稲田 比 売 命 (イナ タ 
ヒメ ノミ コト ) と 造っ た 「 日 本 初 之 宮 ] (日 本 で 最初 の 
神社 ) と 言わ れ 、 こ の 地 で スサノオ が 詠ん だ 日 本 初 の 
和歌 の 由縁 か ら 和歌 発振 の 地 と も 言わ れ て いま す 。 


日 本 三 美人 の 湯 「 湯 の 川 温泉 ] に ある 旅館 四季 
料 で 、 地 元 な ら で は の 食材 を 料理 人 が 一 皿 ひ と さ 
ら 心 を こめ て ご 提供 
し ます 。 「 縁 むす 美 
御膳 は 、 新 鮮 野菜 
や 四季 折々 の 食材 
を 使用 し 、 美 肌 に 良 
いと され る ハト ムギ 
を 料理 に 使用 し た 、 
日 の 本 の 夜 を 守る 神社 と 言わ れ て いま す 。( 朝 を 新た に 開発 され た 新 頂上 の 展望 台 か ら 大 社 の 町 並み 、 国 引き 神話 の 稲佐 
守る の は 伊勢 神宮 ) 神々 は 出雲 大 社 に ご 滞在 の メニ ュー で す 。 の 浜 の 海岸 や 大 山 隠岐 国立 公園 に 指定 され て いる 「 三 
間 、 お 出かけ に な られ て いる の で し ょ う 。 2 日 上 イメ ー ジ 瓶 山 ( さ ん べ さん )」 が 一 望 で きま す 。 


Be 
公国 か ら の 財 


日 生 社 


換 山 公園 
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